
学生による震災資料展

草の根市民メディアからの発信
―「ミニコミ」から問う阪神・淡路大震災―

会  期：2020年1月16日（木）～2月4日（火）　
会  場：神戸大学附属図書館社会科学系図書館2階
主  催：神戸大学大学院人文学研究科地域連携センター
協  力：神戸大学附属図書館震災文庫、震災・まちのアーカイブ、阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター

　阪神・淡路大震災発生から今年で25年を迎えます。1995年当時、イ
ンターネットやSNSは今のようには発達していませんでした。地震
でライフライン・情報網が絶たれ、行政機能が十全に機能しないなか、
被災者へ情報を伝え共有するために、市民の活動のなかでうまれたメ
ディアが“震災ミニコミ”です。

　1995年は「ボランティア元年」とも呼ばれ、学生を中心に多くの人々
が全国から救援に駆けつけました。震災以前から地域活動や市民運動
などを進めてきた人たちも、その経験と人脈を活かして、様々な課題
に取り組んでいきました。戦後の市民社会において阪神・淡路大震災
は、個々人に根ざした行動が人々を支え、新たな社会関係をつくりだ
し、さらには国を動かしていく経験となりました。“震災ミニコミ”は
当時のそうした草の根の多様な取り組みをつなぎ、それを今に伝えて
もいます。本展示は震災発生後の情報伝達のあり方、震災においてミ
ニコミが果たした役割、そして被災地で活動した人びとが取り組んだ
課題に迫ろうとするものです。

　この展示は文学部日本現代史演習の一環として、受講生6名が自ら
テーマを設定して震災資料の調査・研究を行い、展示資料を選定、解
説を作成しています。阪神・淡路大震災を直接体験したことのない世
代が震災をどのように認識し、どのように継承していくのか。本展示
はこの課題を考えるためのささやかな取り組みでもあります。

　本企画展にご協力いただいた関係各機関・団体の皆様に心より御礼
申し上げます。

神戸大学大学院人文学研究科地域連携センター
吉川圭太・富山仁貴

神戸大学文学部日本現代史演習受講生
跡部史浩・近藤大暉・下箱石響

武内秀樹・戸部愛菜・深谷健

開催趣旨
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「震災ミニコミ」とは
　地震発生直後から被災した人々は生活に必要な情報

を求めた。避難所や街に張り紙やビラがあふれるなか、
被災地では被災者のための情報発信が始まり、ボラン
ティアたちも自らの活動を発信した。マスコミ情報と
くらべ配布範囲や対象は限定的だが、密度の濃い情報
を載せた「震災ミニコミ」が被災地でうまれた。
　当初は水や物資が手に入る場所、病院や店などの再
開など生活情報の発信がメインだった。被災地での情
報ニーズは日々刻々と変化し、当然ながらそれはミニ
コミ紙面にも反映されていく。
　新学期などを控え、学生を中心とするボランティア
が被災地から引き揚げていく1995年3～4月は、ボラン
ティア活動と震災ミニコミにとって一転機だった。活
動の地元引継ぎが課題となり、ミニコミもまたその引
継ぎ手を模索した。発行を継続できた場合もあれば、数
号で廃刊となったものも少なくない。被災地の情報ニー
ズも、この時期は震災初期の生活上不可欠な情報から

徐々に生活再建・復興に向けた情報や交流のためのイ
ベント情報などが増えていく。ボランティア引き揚げと、
この情報ニーズの変化という状況にうまく対応して情
報発信できたかどうかも、震災ミニコミ存続に大きな
影響を与えた。
　また、震災ミニコミは被災地の〈小さな声〉をすくい
上げ、社会に訴え、行政にもその声を届けていこうとす
る。この役割は、戦後市民運動のなかで果たしてきたミ
ニコミの真骨頂でもある。
　市民による〈小さなメディア〉の総称であるミニコミは、
1960年代以降の市民運動・地域活動のなかで発生した。
阪神・淡路大震災における「震災ミニコミ」の簇生は、
そうした戦後の市民活動の流れと、「ボランティア革命」
とも呼ばれる新たな状況が重なり合うなかで登場した。
　紙に手書きやワープロ打ちされ、印刷され、配られて
いった震災ミニコミは、被災地内外での新たな社会関
係の〈結節点〉となっていった。

国際交流を目的に1983年設立されたNGO「ピースボート」は、被災
地での「かわら版」づくりを支援活動とした。東京から印刷機を運
び入れ、長田の新湊川公園を拠点に生活情報紙「デイリーニーズ」
を発行。ピースボートは、毎年「船内新聞」を発行する経験があった。

情報ボランティアによる生活情報発信
ピースボート『デイリーニーズ』

地元への活動引継ぎ
すたあと長田『ウィークリーニーズ』
新学期などを控え、多くのボランティアは3月末には被災地から引き
揚げ、地元への活動引継ぎが課題に。ピースボートが発行していた

『デイリーニーズ』は地元ボランティアに引き継がれ、週刊の『ウィー
クリーニーズ』となった。粉じん問題も精力的に取り上げている。
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声を広げ、行政に届ける
街づくり支援協会『りんりん』
被災者の現状、支援制度や復興計画に対する様 な々声を社会に広げ、
行政に届けることもミニコミの重要な役割だった。「街づくり支援協会」は、
県外避難者を支援し、行政に実態調査や支援制度拡充などを求めて
いった。

多様な情報支援――多言語での情報発信
被災ベトナム人救援連絡会『被災ベトナム人救援ニュース』
震災によって外国人の多くは、「言葉の壁」に直面し、住宅問
題や医療費問題、雇用問題が浮き彫りとなった。こうしたなか、
被災外国人へ多言語で支援情報を発信するミニコミやコミュニ
ティFMなどが市民の手ではじめられた。行政の発行する広報
誌を多言語に訳し直して発信するなどの支援もなされた。



4

資料名 発行者・撮影者 年代 形態 所蔵先・所収

震災と情報・メディア
張り紙で埋めつくされた神戸市役所玄関ホール

（写真） 大木本美通 1995.2.5 パネル 神戸大学附属図書館震災文庫

芦屋市被害情報
広報あしや 地震災害情報 芦屋市災害対策本部

1995.1.18
1995.1.20
1995.1.25

パネル
芦屋市役所市長室広報課『阪神・
淡路大震災の記録　震災から復
興へ』（1998年）

『神戸新聞』1995年1月17日夕刊1面 神戸新聞社
共同通信社配信 1995.1.17 パネル

神戸新聞社『神戸新聞特別縮
刷版　報道記録阪神大震災』

（1995年5月）
『神戸新聞』1995年1月24日朝刊10面
「がんばろう震災関連情報」 神戸新聞社 1995.1.24 パネル 同上

建物・家屋のフッキュウライン臨時電話帳 NTT 1995.3 実物 震災・まちのアーカイブ
JNAP［あげます・ください列島リレー］企画  
応募はがき JNAP 1995 実物 震災・まちのアーカイブ

震災ミニコミがうまれる

小野柄小学校避難所新聞  第1号 小野柄小学校避難所 1995.1.20 パネル 神戸市中央区役所『阪神・淡路大
震災：中央区の記録』（1996年）

小野柄小学校避難所新聞  第3号 小野柄小学校避難所 1995.1.22 実物 人と防災未来センター
デイリーニーズ  第1号 ピースボート 1995.1.26 パネル 神戸大学附属図書館震災文庫
ピースボートなどが拠点にしていた長田区の新
湊川公園（写真） 大木本美通 1995.2.18 パネル 神戸大学附属図書館震災文庫

こんなところでデイリーニーズは作られていた
（イラスト） ピースボート （1995） パネル あらばき協働印刷『デイリーニー

ズ縮刷版』（1999年）
ウィークリーニーズ  vol.1 No.6 すたあと長田 1995.4.16 パネル 震災・まちのアーカイブ
りんりん  第15号 街づくり支援協会 1996.11.15 パネル 震災・まちのアーカイブ
Chuo Weekly  No.1 中央区ボランティア 1995.2.27 パネル 神戸大学附属図書館震災文庫
被災ベトナム人救援ニュース（こうべ地震災害
対策情報第27号） 被災ベトナム人救援連絡会 1995.4.28 パネル 人と防災未来センター

震災・活動記録室「資料目録」 震災・活動記録室 1995 実物 震災・まちのアーカイブ

指定避難所としての学校
廊下まで避難者や物資であふれかえった避難
所（写真） （灘区西郷小学校避難所） 1995.1.26 パネル 人と防災未来センター

だいひょうしゃかいぎだより  No.20 六甲小学校避難所 1995.2.28 パネル 人と防災未来センター
代表者会議だより  No.41 六甲小学校避難所 1995.5.2 実物 人と防災未来センター

六甲小学校の保健室で始まった診療（写真） シェア＝国際保健協力市民の会 （1995） パネル
シェア＝国際保健協力市民の会編

『阪神大震災・医療ボランティア
活動報告』（1996年）

六甲ステップ  第4号 六甲小学校ボランティア本部
（アーユス関西） 1995.3.1 パネル 神戸大学附属図書館震災文庫

がんばろや！たかとり（鷹取中避難所通信）
No.1 鷹取中学校避難所 1995.3.24 実物 震災・まちのアーカイブ

展示資料一覧

ちびくろ救援ぐるうぷ
『てんと村だより』No.9より
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資料名 発行者・撮影者 年代 形態 所蔵先・所収

公園避難所―「指定外」の避難所として―

芦屋市の津知公園テント村（写真） 兵庫県企画管理部知事室広報課 1995.2.21 パネル 人と防災未来センター
てんと村だより  No.9（イラスト） ちびくろ救援ぐるうぷ 1995.7 パネル 震災・まちのアーカイブ
てんと村だより  附録 ちびくろ救援ぐるうぷ 1995.2頃 実物 震災・まちのアーカイブ
須佐野公園周辺マップ ちびくろ救援ぐるうぷ 1995 パネル 神戸大学附属図書館震災文庫
本町公園避難所内の洗濯場（写真） 1995.3.20 パネル 人と防災未来センター
本町公園新聞  第1号 本町公園避難所 1995.2.24 パネル 人と防災未来センター
本町公園新聞  第10号 本町公園避難所 1995.5.7 実物 人と防災未来センター
下中島公園北避難所テント村全景（写真） パネル 人と防災未来センター

下中島公園北ニュース  第17号 下中島公園北自治会を支援す
る会 1998.6.12 パネル 震災・まちのアーカイブ

JR 鷹取工場跡地近隣の皆様へ  チラシ 須磨区被災者懇談会 1999.3 パネル 人と防災未来センター
地震怒りのまつり  チラシ “地震”怒りのまつり実行委員会 1996.11.15 パネル 神戸大学附属図書館震災文庫
復興住宅や小学校にかわったJR鷹取工場跡
地（写真） 大木本美通 2014.9.15 パネル 神戸大学大学院人文学研究科

地域連携センター
すましんげんち  ポスター しんげんち 1997 実物 人と防災未来センター
1998年地震夏まつり   うちわ “地震”夏まつり実行委員会 1998 実物 人と防災未来センター

住まいの再建とコミュニティ
神戸市西区の西神工業団地仮設住宅での夏
祭り（写真） 大木本美通 1996.8.16 パネル 神戸大学附属図書館震災文庫

JR 線沿いの灘南仮設住宅（神戸市灘区灘
南通5丁目）（写真） 大木本美通 1999.3.4 パネル 神戸大学附属図書館震災文庫

仮設の街・通信  No.4 もりくすを 1996.4.20 パネル 人と防災未来センター
仮設の街・通信  No.52 もりくすを 1998.4.10 パネル 人と防災未来センター
仮設の街・通信  No.23 もりくすを 1997.2.15 実物 人と防災未来センター
ポートアイランド第2仮設でのボランティア（写真）（ポートアイランド第2仮設住宅）1997.8.23 パネル 人と防災未来センター

じゃりみち仮設支援情報  創刊号 阪神・淡路大震災「仮設」支
援NGO連絡会 1995.8.31 パネル 神戸大学附属図書館震災文庫

週末ボランティア・仮設支援ニュース  1999 年
1月号 週末ボランティア 1999.1 パネル 人と防災未来センター

復興住宅の入居抽選会（写真） 大木本美通 1997.11.25 パネル 神戸大学附属図書館震災文庫
HAT神戸で建設が進む復興住宅「灘の浜
住宅」1・2番館（写真） 大木本美通 1998.7.2 パネル 神戸大学附属図書館震災文庫

完成した「灘の浜住宅」1・2番館（写真） 大木本美通 2001.9.11 パネル 神戸大学附属図書館震災文庫
灘チャレンジ2014パンフレット「“寸劇”借り上
げ住宅問題」 灘チャレンジ実行委員会 2014 パネル 神戸大学附属図書館震災文庫

災害公営住宅第4次一元募集団地別周辺
マップ

「災害公営住宅募集にあたっての
情報提供」プロジェクト・ネットワーク 1997.10 実物 震災・まちのアーカイブ

「被災者」の断層からの声
ふきのとう  第1号 震災で奈良に移った人の会 1996.5.10 パネル 震災・まちのアーカイブ
りんりん  第27号 街づくり支援協会 1997.11.15 パネル 震災・まちのアーカイブ
りんりん  第38号 街づくり支援協会 1998.10.15 実物 震災・まちのアーカイブ
命の瀬戸際にある仲間のために“冬の家”を
開設しました  チラシ 神戸の冬を支える会 1995.12 パネル 神戸大学附属図書館震災文庫

神戸の冬を支える会が拠点とした中山手カトリッ
ク教会（写真） 大木本美通 1995.2.4 パネル 神戸大学附属図書館震災文庫

野宿支援・越年テント  チラシ 神戸の冬を支える会 1997.12 パネル 神戸大学附属図書館震災文庫
神戸の冬を支える会にゅうすれたー  第3号 神戸の冬を支える会 1997.3 実物 神戸大学附属図書館震災文庫
上筒井から  vol.2、3、8 神戸YWCA震災復興委員会 1998～2000 実物 震災・まちのアーカイブ
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資料名 発行者・撮影者 年代 形態 所蔵先・所収

公的支援実現を求める声
被災者支援の超党派法案実現をめざして三
宮で座り込み行動（写真） 兵庫県保険医協会 1998.3.17 パネル 兵庫県保険医協会『兵庫保険

医新聞』（1998年4月15日）
兵庫県公館に集められた「自然災害に対する
国民的保障制度を求める」署名 大木本美通 1997.1.10 パネル 神戸大学附属図書館震災文庫

たまねぎ  5号Part2（1996年夏） ザ・ボランティア’95 1996 パネル 震災・まちのアーカイブ
こうのとり  2000年11月号 「公的援助法」実現ネットワーク 2000.11 パネル 人と防災未来センター
こうのとり  1998年4月28日号外 「公的援助法」実現ネットワーク 1998.4.28 実物 人と防災未来センター
こうのとり  2000年2月号 「公的援助法」実現ネットワーク 2000.2 実物 神戸大学附属図書館震災文庫
阪神・淡路大震災被災者への公的支援実現
住民投票  チラシ

阪神・淡路大震災被災者への公
的支援実現住民投票実行委員会

1997.4.20
～5.25 実物 人と防災未来センター

市民集会「井上ひさしvs小田実　二人の文
学者が震災を語る」チラシ

被災者に公的援助を!!市民＝
議員立法推進本部 1997.3.15 実物 神戸大学附属図書館震災文庫

「神戸に空港はいらん！」ステッカー 神戸大学学生震災救援隊 1998 実物 震災・まちのアーカイブ

公的支援要求の請願署名運動ゼッケン 全日本自治団体労働組合兵庫
県本部 実物 人と防災未来センター

学生ボランティアと〈社会〉
神戸大学学生震災救援隊の部室（写真） 跡部史浩 2019.12.23 パネル 個人蔵
神戸大学の体育館で避難生活を続ける人たち

（写真） 前田耕作 1995 パネル 神戸大学附属図書館震災文庫

西灘公園のテント村にて生活者らと（写真） 神戸大学学生震災救援隊 1995 パネル 神戸大学学生震災救援隊
救援隊通信  vol.8「高羽地域型仮設住宅で
の活動レポート」 神戸大学学生震災救援隊 1995.8.28 パネル 神戸大学学生震災救援隊

救援隊通信  vol.1 神戸大学学生震災救援隊 1995.3.4 パネル 神戸大学学生震災救援隊
救援隊通信  vol.31 神戸大学学生震災救援隊 1999.3.13 パネル 神戸大学学生震災救援隊
QEN TIMES  vol.1 神戸大学学生震災救援隊 1995.11.17 パネル 神戸大学学生震災救援隊
神戸大学学生震災救援隊の会議（写真） 神戸大学学生震災救援隊 1995 パネル 神戸大学学生震災救援隊
QEN TIMES vol.1～6　往復書簡企画 神戸大学学生震災救援隊 1995～1996 パネル 神戸大学学生震災救援隊

1995年厳夜祭「地震フォーラム」チラシ 神戸大学厳夜祭実行委員会・
神戸大学学生震災救援隊 1995 パネル 神戸大学学生震災救援隊

QEN隊通信 vol.30（挿絵 “ふっこうって一体
何”） 神戸大学学生震災救援隊 1998.12.27 パネル 神戸大学学生震災救援隊

QEN隊通信 vol.28「住民投票条例制定請
願署名の受任者になってください（神戸空港を
考える神大の会より）」

神戸大学学生震災救援隊 1998.8.25 パネル 神戸大学学生震災救援隊

QEN隊通信 vol.24「1997年厳夜祭 公的支
援立法最前線告知」 神戸大学学生震災救援隊 1997.10.21 パネル 神戸大学学生震災救援隊

QEN隊通信 vol.26（挿絵“必要な支援を適
切な法律と議論で”） 神戸大学学生震災救援隊 1998.5.11 パネル 神戸大学学生震災救援隊
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神戸大学学生震災救援隊のミーティング（写真） 神戸大学学生震災救援隊 1995 パネル 神戸大学学生震災救援隊

閲覧コーナー
救援隊通信／QEN隊通信 神戸大学学生震災救援隊 1995～1998 複写 神戸大学学生震災救援隊
QEN TIMES  vol.1～6 神戸大学学生震災救援隊 1995～1996 複写 神戸大学学生震災救援隊
記録室通信　準備号～最終号 震災・活動記録室 1995～1998 実物 震災・まちのアーカイブ
瓦版・なまず　No.1～30 震災・まちのアーカイブ 1998～2015 実物 震災・まちのアーカイブ

「someday, for somebody いつかの、だれか
に」展“棚へ―〈未来〉の配達のために―”展
示資料

震災・まちのアーカイブ 2005 実物 震災・まちのアーカイブ
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神戸大学〈震災研究会〉編『阪神大震災研究4　大震災5
年の歳月』（神戸新聞総合出版センター、1999年）【震災

－1－47】

神戸大学〈震災研究会〉編『阪神大震災研究5　大震災を
語り継ぐ』（神戸新聞総合出版センター、2002年）【震災－

1－47】

兵庫県震災復興研究センター編『大震災と人間復興』（青
木書店、1996年）【震災－4－357】

塩崎賢明・西川榮一・出口俊一・兵庫県震災復興研究セン
ター編『大震災10年と災害列島』（クリエイツかもがわ、
2005年）【震災－5－580】

塩崎賢明・西川榮一・出口俊一・兵庫県震災復興研究セン
ター編『大震災15年と復興の備え』（クリエイツかもがわ、
2010年）【震災－4－1093】

塩崎賢明・西川榮一・出口俊一・兵庫県震災復興研究セン
ター編『大震災20年と復興災害』（クリエイツかもがわ、
2015年）【震災－4－1833】

外岡秀俊『地震と社会（上・下巻）』（みすず書房、1997・
1998年）【震災－16－403】

神戸新聞社『神戸新聞の100日』（プレジデント社、1995年）【震

災－14－31】
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カイブ、2018年）【震災－6－548】
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